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１．橋梁長寿命化修繕計画策定の背景と目的 

 

愛媛県宇和島市が管理する道路橋は現在 951 橋存在します。 新規の構造物の建設に多くを望

むことができない現状においては、既存の構造物に対し、適切な時期に補修・補強を行い、100年

もしくはそれ以上の期間において供用することが必要となります。 

全国規模では、2000年以降建設後 50年を経過する橋梁が急激に増加し、補修・補強を要する橋

梁の数は極めて多いものとなっています。同じ傾向は宇和島市においても「図-１」に示すとおり

確認されています。 

このような背景から今後増大が見込まれる橋梁の補修・補強ならびに架け替えに要する経費に

対して、コスト縮減の取り組みが不可欠となっています。 

特に道路管理者においては道路交通の安全性を確保するという観点、および道路財源の見直し

等の観点からも、これまでの事後的な対応から計画的かつ予防的な対応に転換を図り、長寿命化

によるコスト縮減を目指すことが課題となっています。 

 

 

図-１ 宇和島市における橋梁の供用年数と橋梁数（平成 26年 12月） 

 

 

２．橋梁長寿命化修繕計画を策定する対象橋梁 

 

 平成 27 年 3 月における宇和島市が管理する道路橋 951 橋を対象とする橋梁長寿命化修繕計画

を策定しました。なお、計画期間は今後５年間とし、今回は、平成 26 年度から平成 30 年度の間

に表-1 に示すとおり定期点検を行い、その結果を基に平成 31 年度に新たに全橋梁を対象とする

橋梁長寿命化修繕計画を策定します。 
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表-1  定期点検対象橋梁数 

26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 合計 

164 243 221 200 123 951 

 

 なお、対象橋梁については、「巻末資料」の「対象橋梁と点検計画一覧」に取りまとめています。 

 

 

３．健全性の把握及び日常的な維持管理に関する基本的な方針 

 

 健全性の把握については、橋梁の架設年度や立地条件等を十分考慮して実施するとともに、「道

路橋梁点検要領：国土交通省道路局 平成 26年 6月」に基づいて定期点検を実施し、橋梁の損傷

を早期に把握します。 

 また、橋梁を良好な状態に保つため、日常的な維持管理として、パトロール、清掃などを徹底

します。 

 今後の定期点検に関しては、5 年間隔とし、調査方法は近接目視により行うことを基本としま

す。 

 

 

４．補修・架け替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

 

 予防的な修繕等の実施を徹底することにより、補修・架け替えに係る事業費の大規模化および

高コスト化を回避し、ライフサイクルコスト（ＬＣＣ）の縮減を図ります。 

 なお、対象橋梁の健全性評価は部材単位毎に区別して行い、各部材の劣化が全体の系に与える

影響を考慮します。 

 また補修に際しては、要求性能に満たなく、系に存在する軽度な損傷や劣化についても、劣化

部材の補修と同時に修繕するものとして、コストの算出を行います。 

 

 

５．劣化予測手法 

 

本計画におけるアプローチとしては、点検結果による実績に基づく手法で、「表-2」に示す健全

性の判定区分により劣化予測を行います。 

 

表-2  健全性の判定区分 

区        分 状     態 

0 架設時（補修時） 架設及び補修が完了した状態。 

Ⅰ 健全 構造物の機能に支障が生じていない状態。 
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Ⅱ 予防保全段階 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観

点から措置を講ずることが望ましい状態。 

Ⅲ 早期措置段階 
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措

置を講ずべき状態。 

Ⅳ 緊急措置段階 
構造物の機能に支障が生じている、又は、生じる可能

性が著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。 

Ⅴ 架け替え時 構造物の機能が完全に損壊し、崩壊寸前の状態。 

 

 

６．補修・架け替え計画の策定方法 

 

 幾つもの橋梁に対して補修の順位を決定するためには、劣化進行のみならず、橋梁の重要度を

考慮に入れた検討を行う必要があります。 

 本計画では、橋梁の部材ごとの健全性を把握することにより「図-2」に示すように、補修工法

の効果と補修の回数をパラメータとしたグラフを基に、１00年間の供用で最もコストが小さい値

となる場合を最適ＬＣＣと定義します。 

 また、対象橋梁群のコストの総和を算出し、優先順位を基に年間予算を考慮し、橋梁の補修・

架け替え計画を策定します。 

 

 

図-２ 健全性の低下の例（劣化曲線） 

 

７．対策優先順位の考え方 

 

 宇和島市では、平成 9年より、管理する橋梁の現状を把握するために、「土木研究所資料 橋梁

点検要領（案） 建設省土木研究所 昭和 63 年 7 月」により、橋梁の点検を行い、点検結果は、
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「表-3」に則り、部材毎に健全度を判定するとともに、健全度の総合評価も行っています。 

補修工事の優先順位については、評価項目を定め、その項目毎に点数を付与することで得点を

算出（数値化）し定めています。 

 ただし、この優先順位はあくまでも相対的な指標（目安）であり、補修にあたっては橋梁の劣

化の速度や、構造の特殊性、現地の状況等を総合的に勘案する必要があります。 

また、現在実施中の定期点検とは健全度の評価が異なるため、平成 31年度に策定予定の橋梁長

寿命化修繕計画においては、対策優先順位の評価項目について一部見直しを行います。 

 

表-3  健全度判定基準  

判定区分 一般的状況 

Ⅰ 損傷が著しく、交通の安全確保の支障となる恐れがある。 

Ⅱ 損傷が大きく、詳細調査を実施し補修するかどうかの検討を行う必要がある。 

Ⅲ 損傷が認められ、追跡調査を行う必要がある。 

Ⅳ 損傷が認められ、その程度を記録する必要がある。 

ＯＫ 点検の結果から、損傷は認められない。 

「土木研究所資料 橋梁点検要領（案） 建設省土木研究所 昭和 63年 7月」 

 

 

８．橋梁長寿命化修繕計画策定結果 

 

 計画の策定結果を「表-4」に示します。なお，「架け替え」とは、健全性がⅤ相当、つまり構造

物の機能が完全に損壊し、崩壊寸前の状態から橋梁を架け替える場合を指し、「最適化後」とは、

補修する場合において一番安価な最適 LCCで施工する場合を指します。 

 最適化後では、架け替えのみの場合と比較して 100年で 369.4億円→116.9億円となり、約 68％

の縮減となります。 

 

表-4 維持管理手法と縮減額 

（金額単位：億円） 

維持管理手法 100年総額 最適化による縮減額 最適化による縮減率 

架け替え 369.4 － － 

最適化後 116.9 252.5 68.4% 

 

 

９．修繕対象橋梁の考え方 

 

 宇和島市では平成 9 年より橋梁点検を実施し、その後、補修が必要とされる橋梁については、

適時、補修（架替）を実施しており、その中でも特に橋長の長いもの、鋼構造、パイルベント橋脚
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を中心に補修を実施しています。 

 

 

１０．修繕計画一覧 

 

 以上を考慮し、平成 30年度から平成 34年度までの修繕を計画している橋梁は、「表-5」のとお

りです。 

 なお、劣化の速度が速いもの、補修対象橋梁に近接する橋梁及び迂回路が確保できない状況に

ある橋梁については、優先順位の大小にかかわらず総合的に勘案した上で、補修工事を実施しま

す。 

 

表-5 修繕予定橋梁一覧（H30～H34） 

橋梁名 路線名 
 

橋梁名 路線名 
 

鮎返橋 柿原 35号線  奥保場川橋 横山・佐新田線 

大橋 錦町本町追手線  平助橋 御代ノ川線 

中河原橋 伊吹町 22号線  山の神橋 加塚線 

船見橋 大浦 25号線  中原橋 柿原 22号線 

第二八幡橋 柿原 54号線  宮崎橋 上御代の川線 

佐伯橋 御殿町並松線  咽ヶ谷橋 稲ヶ窪線 

滝之神橋 滝の神線  光満橋 光満 4号線 

大本橋 大本開拓線  東新橋 和霊町 24号線 

龍橋 岩松線  汐田橋 御殿町並松線 

五味橋 五味線  三島上橋 三島線 

下組橋 上槇・下組線  川口橋 魚棚川口線 

楠橋 中保場川線  谷橋 谷線 

高松橋 稲中・高松線  本川内 2号橋 川内７号線 

鍛冶屋橋 竹城下雪森線  矢ヶ浜橋 矢ヶ浜本線 

鐘搗殿橋 医王寺下上線  八幡橋 柿原 54号線 

寺の沖橋 音地本線    

※順不同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


